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蓄熱の防災力を探る
主に大規模な空調を支えるエネルギー設備として、既に国内で大きく普及している「蓄
熱槽」――。ピークカットやピークシフトなどの観点で、古くから導入されている。
今回の特集では蓄熱システムが ｢防災｣ に果たす役割に注目。生活用水や消防用水
での利用といった新たな役割を担う可能性を探る。
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と
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
同
様
の
ス
キ
ー

ム
を
今
回
の
設
備
に
も
適
用
し
た
わ
け

だ
。
災
害
時
に
は
、
墨
田
区
が
東
武
エ

ネ
に
必
要
な
水
量
を
要
請
。
東
武
エ
ネ

は
熱
供
給
事
業
に
支
障
の
な
い
範
囲
で

そ
の
要
請
に
応
え
る
。
そ
し
て
、
区
が

用
意
し
た
資
機
材
や
給
水
ト
ラ
ッ
ク
で

取
水
作
業
を
行
う
。そ
ん
な
段
取
り
だ
。

東
武
エ
ネ
で
は
蓄
熱
の
放
熱
を
防
ぐ

こ
と
や
蓄
熱
水
に
酸
素
が
入
り
込
む
余

地
を
減
ら
す
こ
と
を
目
的
に
、
ポ
リ
エ

チ
レ
ン
製
の
ボ
ー
ル
を
敷
き
詰
め
て
い

る
。
配
管
や
蓄
熱
槽
は
密
閉
式
の
構
造

で
あ
る
た
め
水
質
が
劣
化
す
る
こ
と
は

な
い
が
、
こ
う
し
た
工
夫
で
水
質
を
維

持
し
て
い
く
試
み
だ
。

一
方
で
、
墨
田
区
総
務
部
危
機
管
理

担
当
防
災
課
防
災
係
の
早
川
英
彦
係
長

は
「（
東
武
グ
ル
ー
プ
以
外
に
も
）
地

元
企
業
な
ど
の
��
団
体
と
飲
料
水
利
用

の
協
定
を
結
ん
で
い
る
ほ
か
（
表
１
参

照
）、
区
内
の
公
園
な
ど
に
３
０
０
０

ｔ
程
度
の
飲
料
水
を
既
に
確
保
し
て
い

て
万
が
一
の
災
害
に
備
え
て
い
ま
す
。

飲
料
水
と
違
い
、
生
活
用
水
は
実
際
に

飲
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
し
、
そ
の
利

用
は
限
ら
れ
て
は
い
ま
す
が
、（
区
役

な
い
」
割
合
は
��
％
に
上
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
蓄
熱
水
利
用
に
関
し
て
自
治

体
と
協
定
を
結
ん
で
い
る
ケ
ー
ス
は
わ

ず
か
４
％
だ
っ
た
。同
様
の
結
果
が「
消

防
用
水
利
用
」
で
も
確
認
さ
れ
た
。

裏
を
返
せ
ば
蓄
熱
シ
ス
テ
ム
が
ピ
ー

ク
カ
ッ
ト･

シ
フ
ト
、
省
エ
ネ
の
役
割

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
自
治

体
や
事
業
者
が
「
防
災
」
と
い
う
新
た

な
機
能
に
着
目
し
て
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
蓄
熱
の
可
能
性
は
さ
ら
に

広
が
る
だ
ろ
う
。

ジ
メ
ン
ト
の
今
野
真
一
郎
常
務
取
締
役

は
振
り
返
る
。
こ
の
震
災
で
は
水
道
の

確
保
に
１
カ
月
を
要
し
た
エ
リ
ア
も

あ
っ
た
。
支
援
物
資
や
給
水
車
の
水
だ

け
で
は
と
て
も
賄
い
切
れ
な
い
。
水
の

品
質
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
な

い
ト
イ
レ
向
け
な
ど
の
生
活
用
水
に
は
、

既
存
の
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
蓄
熱
槽
の
水

は
う
っ
て
つ
け
だ
。
そ
ん
な
教
訓
を
参

考
に
、
東
武
グ
ル
ー
プ
で
は
��
年
に
錦

糸
町
駅
前
で
手
掛
け
る
熱
供
給
設
備
を

生
活
用
水
と
し
て
利
用
す
る
災
害
協
定

を
墨
田
区
と
結
ん
だ
。自
治
体
と
の〝
生

活
用
水
協
定
〞
は
全
国
で
初
め
て
の
こ

所
の
）
近
隣
に
７
０
０
０
ｔ
規
模
の
貯

水
が
生
活
用
水
利
用
の
オ
プ
シ
ョ
ン
と

し
て
新
た
に
加
わ
っ
た
こ
と
は
心
強
い
」

と
話
す
。

同
時
に
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
蓄
熱
水
は

生
活
用
水
の
利
用
だ
け
で
は
な
く
、
消

防
水
利
と
し
て
も
地
元
の
消
防
所
に
供

給
す
る
仕
組
み
を
つ
く
り
上
げ
て
い
る
。

墨
田
区
で
は
地
域
の
耐
火
対
策
を
進
め

て
い
る
と
は
い
え
、
依
然
と
し
て
古
い

木
造
住
宅
が
多
く
建
ち
並
ぶ
。「
消
防

用
水
」
で
も
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
、
安

全･

安
心
に
暮
ら
せ
る
街
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
る
。
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し
か
し
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
と
は

裏
腹
に
、
防
災
対
策
の
必
要
性
を
認
識

し
な
が
ら
も
具
体
的
な
行
動
を
起
こ
し

て
い
る
熱
事
業
者
は
、
残
念
な
が
ら
少

な
い
の
が
現
状
だ
。
昨
年
、
ヒ
ー
ト
ポ

ン
プ･

蓄
熱
セ
ン
タ
ー
が
、
全
国
の
熱

事
業
者
（
計
��
者
）
の
う
ち
水
蓄
熱
槽

を
保
有
し
て
い
る
��
者
（
��
区
域
）
を

対
象
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果（
回

答
率
��
％
）
に
よ
る
と
、「
生
活
用
水

と
し
て
利
用
す
る
こ
と
を
考
慮
し
て
い
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関
東
大
震
災
や
戦
火
を
乗
り
越
え
防

災
の
意
識
が
高
い
と
い
わ
れ
て
い
る
東

京
都
墨
田
区
。
地
元
で
新
た
な
観
光
名

所
と
な
っ
て
い
る
「
東
京
ス
カ
イ
ツ

リ
ー

�

」
で
は
オ
ー
プ
ン
か
ら
２
年
近

く
を
経
た
今
で
も
、
休
日･

平
日
問
わ

ず
多
く
の
集
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。

そ
ん
な
地
元
の
周
辺
に
熱
供
給
を
手
掛

け
る
東
武
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

が
２
０
１
２
年
春
に
墨
田
区
役
所
と
あ

る
協
定
を
結
ん
だ
。

そ
の
内
容
は
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
タ

ウ
ン

�

の
施
設
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る

７
０
０
０
ｔ
の
蓄
熱
槽
を
、
地
震
な
ど

の
災
害
時
に
被
災
者
に
生
活
用
水
と
し

て
提
供
す
る
と
い
う
も
の
だ
。
��
ｍ
プ

ー
ル
に
換
算
す
る
と
約
��
杯
分
。
１
日

に
ひ
と
り
の
成
人
が
使
用
す
る
生
活
用

水
は
約
��
ℓ
と
い
わ
れ
て
お
り
、
仮
に

全
量
を
利
用
で
き
た
場
合
、
約
��
万
人

分
に
相
当
す
る
ボ
リ
ュ
ー
ム
だ
。

「
契
機
に
な
っ
た
の
は
１
９
９
５
年

に
関
西
を
襲
っ
た
阪
神･

淡
路
大
震
災

で
し
た
」
と
、
東
武
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ

電
力
ピ
ー
ク
対
策
で
特
に
夏
場
に
活

躍
す
る
蓄
熱
シ
ス
テ
ム
。
身
近
な
も
の

で
は
累
計
４
０
０
万
台
近
く
普
及
し
た

家
庭
用
の
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
に
始
ま
り
、

業
務
用
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
、
さ
ら
に
は
地

域
冷
暖
房
を
支
え
る
大
規
模
な
蓄
熱
シ

ス
テ
ム
が
存
在
す
る
。「
熱
の
ダ
ム
」

で
あ
る
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
ピ
ー
ク
シ
フ

ト
容
量
は
全
国
で
２
０
０
万
ｋ
Ｗ
程
の

設
備
が
導
入
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て

い
て
、
い
わ
ば
２
０
０
万
ｋ
Ｗ
分
の
ピ

ー
ク
電
源
を
抑
制
し
な
が
ら
日
々
の
空

調
な
ど
を
賄
う
優
れ
た
シ
ス
テ
ム
だ
。

そ
ん
な
蓄
熱
の
持
つ
新
た
な
機
能
に

注
目
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
始
ま
っ
て

い
る
。
防
災
だ
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
と
も

に
水
の
確
保
は
災
害
時
の
最
重
要
課
題

で
あ
る
。
実
際
に
「
東
日
本
大
震
災
で

は
被
災
地
で
家
庭
用
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
の

貯
水
が
生
活
用
水
と
し
て
役
立
っ
た
と

い
う
事
例
が
多
数
報
告
さ
れ
て
い
る
」

（
メ
ー
カ
ー
関
係
者
）。
そ
ん
な
状
況
を

受
け
、
蓄
熱
槽
に
た
め
ら
れ
て
い
る
水

を
災
害
時
の
消
防
用
水
や
生
活
用
水
と

し
て
活
用
で
き
な
い
か
―
―
。
そ
う
し

た
関
心
が
芽
生
え
つ
つ
あ
る
。

災֐を৐Γ੾る
ň蓄熱ͱ防災ŉのՄೳੑ
ピークシフトやピークカットの໾ׂを୲っている蓄熱。しかし、Ռた
してͦの໾ׂだけなのだΖうかーー。災࣌֐のফ防･ੜ׆༻ਫར༻が
進め͹蓄熱システムの可能性は͞Βに޿がるはͣだ。
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防災の観点から
蓄熱システムの見直しを

者
の
う
ち
、
水
蓄
熱
槽
を
保
有
し
て
い

る
��
事
業
者
・
��
区
域
で
、
回
答
率
は

��
％
で
し
た
。

　
結
果
は
、
非
常
災
害
時
に
水
蓄
熱
槽

の
水
を
生
活
用
水
と
し
て
利
用
す
る
こ

と
を
決
め
て
い
る
区
域
は
、
全
体
の
��

％
に
と
ど
ま
り
、
特
に
自
治
体
と
利
用

に
関
し
て
協
定
を
結
ん
で
い
る
区
域
は
、

わ
ず
か
４
％
で
し
た
。
現
状
で
は
、
十

分
に
認
識
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い

と
思
い
ま
す
。
特
に
こ
の
点
は
、
自
治

体
と
事
前
に
協
定
を
結
ん
で
い
る
こ
と

が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
自
治
体
に
し

っ
か
り
認
識
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
ポ

イ
ン
ト
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
消
防
用
水
へ
の
活
用
で
は
、

全
体
の
��
％
が
消
防
用
に
利
用
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
消
防
水
利

と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
区
域
は
全
体

の
��
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
や
は
り
、

今
後
は
消
防
用
水
と
し
て
の
利
用
も
積

極
的
に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
蓄
熱
シ
ス
テ
ム

の
持
つ
防
災
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
意
義

を
、
よ
り
積
極
的
に
発
信
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
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本
誌
　
実
際
に
防
災
の
観
点
か
ら
導
入

さ
れ
て
い
る
事
例
は
あ
り
ま
す
か
。

時
田
　
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
東
京
都

で
は
、
例
え
ば
、
京
橋
１･

２
丁
目
地

区
で
は
、
災
害
時
に
蓄
熱
槽
水
を
利
用

し
て
、
緊
急
生
活
用
水
へ
の
提
供
や
一

時
待
機
施
設
へ
の
熱
の
提
供
な
ど
を
行

う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
東
京
ス
カ

イ
ツ
リ
ー
地
区
で
は
、
約
７
０
０
０
ｔ

の
大
容
量
水
蓄
熱
槽
が
あ
り
、
災
害
時

に
は
消
防･

生
活
用
水
と
し
て
活
用
し

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
晴
海
ア
イ
ラ
ン
ド
地
区
で

は
、
国
内
最
大
の
１
万
９
０
６
０
ｔ
の

水
蓄
熱
槽
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

消
防
車
��
台
が
��
時
間
以
上
、
活
動
で

き
る
量
で
あ
り
、生
活
用
水
と
し
て
は
、

約
２
万
人
が
１
カ
月
生
活
で
き
る
水
量

で
す
。
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本
誌
　
国
で
は
蓄
熱
シ
ス
テ
ム
を
さ
ら

に
広
げ
て
い
く
た
め
に
何
か
具
体
的
な

取
り
組
み
を
し
て
い
ま

す
か
。

時
田
　
国
土
交
通
省
の

官
庁
営
繕
部
で
は
、
今

年
２
月
��
日
に
リ
リ
ー

ス
し
た
、
公
共
施
設
の

建
設
の
際
に
用
い
る
、

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
エ
ネ

ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

「
Ｌ
Ｃ
Ｅ
Ｍ
」
ツ
ー
ル

の
バ
ー
ジ
ョ
ン
３
・
��

（
フ
リ
ー
ソ
フ
ト
）で
、

蓄
熱
関
連
シ
ス
テ
ム
の

拡
大
を
盛
り
込
ん
で
い

ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
使
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
熱
源

機
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
の
追
加
と
し
て
、
直

だ
き
吸
収
冷
温
水
機
、
空
気
熱
源
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
（
超
高
効
率
型
）、
遠
心
冷

凍
機
、水
熱
源
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
チ
ラ
ー
、

ブ
ラ
イ
ン
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
、
高
顕
熱
型

Ｅ
Ｈ
Ｐ
、水
熱
源
型
Ｅ
Ｈ
Ｐ
な
ど
で
す
。

　
中
央
式
熱
源
シ
ス
テ
ム
の
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
追
加
で
は
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

型
氷
蓄
熱
シ
ス
テ
ム
、
水
熱
源
ヒ
ー
ト

ポ
ン
プ
シ
ス
テ
ム
（
河
川･

井
水
熱
源

利
用
）、
地
中
熱
利
用
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

シ
ス
テ
ム
（
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
）、
太
陽

熱
利
用
シ
ス
テ
ム
（
同
）
な
ど
が
加
え

ら
れ
ま
し
た
。

　
防
災
の
観
点
も
踏
ま
え
て
、
蓄
熱
シ

ス
テ
ム
の
導
入
が
今
後
、
ま
す
ま
す
進

ん
で
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 େとなる̍ສ�0�0̓の஝೤૧Λอ༗͢る౦京ŋ੖ւΞΠラϯυ஍۠࠷಺ࠃ
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本
誌
　
最
近
、
特
に
２
０
１
１
年
の
東

日
本
大
震
災
以
降
、
省
エ
ネ
や
ピ
ー
ク

カ
ッ
ト･

シ
フ
ト
の
役
割
だ
け
で
な
く
、

防
災
の
観
点
か
ら
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ･

蓄
熱
シ
ス
テ
ム
の
有
効
性
が
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。

時
田
　
蓄
熱
シ
ス
テ
ム
は
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
対
策
、
電
力
負
荷
平
準
化
対
策
に
大

き
く
貢
献
す
る
も
の
で
す
が
、
��
年
の

東
日
本
大
震
災
以
降
、
防
災
の
観
点
か

ら
、
水
源
と
し
て
の
役
割
も
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。例
え
ば
、

東
京
都
で
は
、
災
害
に
備
え
て
公
園
な

ど
に
応
急
給
水
槽
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
ら
を
合
わ
せ
た
給
水
拠
点

確
保
水
量
は
約
１
０
３
万
ｔ
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
蓄
熱
シ
ス
テ
ム
を

採
用
し
て
い
る
施
設
の
水
蓄
熱
槽
の
合

計
容
量
は
約
��
万
ｔ
あ
り
ま
す
。
前
者

の
給
水
拠
点
は
居
住
エ
リ
ア
を
中
心
に

整
備
さ
れ
、
蓄
熱
シ
ス
テ
ム
は
都
心
の

業
務
エ
リ
ア
を
中
心
に
導
入
さ
れ
て
い

ま
す
。
で
す
か
ら
、
給
水
拠
点
と
蓄
熱

槽
を
連
携
さ
せ
れ
ば
、
都
内
全
域
に
バ

ラ
ン
ス
良
く
水
が
備
蓄
さ
れ
て
い
る
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
都
の
水
蓄
熱
槽
合
計
容
量
��
万
ｔ

は
、
都
の
水
道
局
が
��
区
内
に
確
保
し

て
い
る
水
量
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。
こ
う

し
た
状
況
か
ら
、
水
蓄
熱
槽
か
ら
空
調

２
次
ポ
ン
プ
を
使
っ
て
雑
用
水
槽
に
移

送
し
た
り
、
専
用
の
加
圧
ポ
ン
プ
を
設

置
し
て
限
定
し
た
エ
リ
ア
に
圧
送
す
る
、

あ
る
い
は
バ
ケ
ツ
で
く
み
上
げ
た
り
す

る
こ
と
で
、
災
害
時
に
蓄
熱
槽
水
を
雑

用
水
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
蓄
熱
シ
ス
テ
ム
は
、
熱
を
蓄
え
る

こ
と
で
電
源
の
代
わ
り
を
果
た
す
と
と

も
に
、
蓄
え
ら
れ
た
水
を
災
害
時
に
貴

重
な
水
源
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
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本
誌
　
そ
う
し
た
防
災
の
観
点
か
ら
の

蓄
熱
シ
ス
テ
ム
の
役
割
に
つ
い
て
、
事

業
者
や
設
置
者
は
十
分
に
認
識
し
て
い

ま
す
か
。

時
田
　
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ･

蓄
熱
セ
ン
タ

ー
で
は
昨
年
��
月
、
空
調
用
水
蓄
熱
槽

を
利
用
し
た
「
生
活
用
水
」「
消
防
用

水
」
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
対
象
は
、
全
国
の
熱
供
給
事
業
者
��

防災の観点から
蓄熱システムの見直しを

エネルギー設備として既に業務エリアを中心に導入されている蓄熱槽。か
たや居住エリアを中心に災害時対応として整備されている給水拠点。互い
に連携できれば防災機能がさらに高まる。公共建築協会の時田繁常務理事
にこれからの蓄熱システムが果たすべき役割について話を聞いた。

●
聞
き
手
…
和
田 

肇（
本
誌
）

公
共
建
築
協
会
常
務
理
事

࣌
ా 
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省
の
モ
デ
ル
事
業
を
）
効
率
的
に
行
う

素
地
が
既
に
確
立
さ
れ
て
い
ま
し
た
」

と
、
清
水
建
設
ｅ
ｃ
ｏ
Ｂ
Ｃ
Ｐ
事
業
推

進
室
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
部

の
橘
雅
哉
部
長
は
話
す
。

早
速
協
議
会
で
は
、
第
一
に
Ｂ
Ｃ
Ｐ

機
能
の
強
化
、
第
二
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る
た

め
に
そ
れ
ぞ
れ
の
作
業
部
会
を
設
置
し

た
。
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
つ

い
て
は
、
災
害
時

に
①
緊
急
生
活
用

水
の
提
供
（
��
時

間
以
内
）、
②
一

時
待
機
施
設
へ
の

熱
の
提
供
（
��
時

間
以
内
）、
③
帰

宅
困
難
者
や
地
域

住
民
な
ど
に
対
す

る
災
害
時
の
情
報

提
供
（
２
時
間
以

内
）
―
―
を
目
標

に
準
備
を
進
め
て

き
た
。

こ
こ
で
カ
ギ
を

握
る
の
が
、
既
に

備
わ
っ
て
い
る
エ

影
響
が
出
る
可
能
性
も
あ
る
。
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
に
多
く
の
時
間
と
わ
ず
か
な

コ
ス
ト
を
掛
け
て
対
応
と
調
整
を
行
っ

た
。「

災
害
時
に
対
す
る
考
え
方
や
ニ
ー

ズ
は
多
様
で
す
。
皆
さ
ん
の
意
見
を
ま

と
め
て
課
題
を
ク
リ
ア
し
な
が
ら
、
目

標
を
満
た
す
た
め
の
土
俵
を
整
え
て
き

ま
し
た
。
結
果
、（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
関
す
る

国
際
認
証
で
あ
る
）
Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
２
３
０

１
を
地
域
の
協
議
会
と
し
て
国
内
で
初

め
て
取
得
し
ま
し
た
」
と
、
橘
部
長
は

話
す
。

Τ
ω
ϧ
Ϊ
ồ
Ϛ
ω
δ
ϝ
ϯ
τ

ڠ
ٞ
ձ
ͱ
͠
ͯ
̞
̨
̤
取
ಘ

一
方
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
関
し
て
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
る
の
か
。
協
議
会
で
は
ま
ず
、
周
辺

地
域
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
な
が
ら
、
地
域

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
分
析
を
実
施
し
た
。
地

域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
の
��
％
が
電

気
に
よ
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
分

か
っ
た
。
そ
れ
を
受
け
、
��
年
ま
で
に

協
議
会
員
（
��
年
ま
で
に
現
状
の
会
員

３
社
を
��
社
へ
増
や
す
こ
と
を
目
標
に

し
て
い
る
）
が
利
用
す
る
建
屋
の
年
間

既
に
こ
の
地
で
大
規
模
な
蓄
熱
槽
を
利

用
し
た
地
域
熱
供
給
事
業
（
事
業
法
適

用
外
）
が
行
わ
れ
て
い
る
。
エ
リ
ア
一

帯
で
の
取
り
組
み
を
考
え
る
基
盤
が
で

き
て
い
た
。「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
高
効
率

化
や
非
常
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
立
性

の
確
保
な
ど
、
各
ビ
ル
が
そ
れ
ぞ
れ
単

体
で
取
り
組
む
に
は
コ
ス
ト
や
手
間
が

掛
か
り
ま
す
が
、
こ
の
地
域
は
（
経
産

ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
「
蓄
熱
槽
」（
冷
温

熱
切
り
替
え
槽
１
０
０
０
ｔ
×
２
、
冷

･

温
水
専
用
槽
１
０
０
０
ｔ
×
各
１
）

だ
。
常
時
た
め
ら
れ
て
い
る
４
０
０
０

ｔ
規
模
の
水
は
、
災
害
時
で
も
熱
供
給

を
継
続
す
る
た
め
の
熱
源
と
な
る
。
ま

た
、
ト
イ
レ
の
洗
浄
水
を
中
心
と
し
た

生
活
用
水
と
し
て
も
利
用
可
能
だ
。「
新

た
に
大
き
な
コ
ス
ト
を
掛
け
ず
に
い
ま

あ
る
設
備
で
災
害
対
応
で
き
る
こ
と
が

重
要
で
す
」。
東
京
都
市
サ
ー
ビ
ス
企

画
部
の
石
澤
正
太
・
経
営
企
画
グ
ル
ー

プ
リ
ー
ダ
ー
は
そ
う
話
す
。

地
Ҭ
ͱ
͠
ͯ 

ࠃ
಺
ॳ
ͷ
̞
̨
̤

協
議
会
で
は
周
辺
地
域
と
の
意
見
交

換
や
実
際
に
災
害
を
想
定
し
た
演
習
を

重
ね
て
き
た
。
課
題
も
明
ら
か
に
な
っ

た
。
熱
供
給
プ
ラ
ン
ト
の
制
御
室
で
は

携
帯
電
話
が
圏
外
に
な
る
こ
と
（
現
在

は
解
消
）
や
、
停
電
を
想
定
し
た
真
っ

暗
闇
の
中
で
は
熱
供
給
設
備
に
関
す
る

高
所
作
業
が
困
難
だ
っ
た
。

か
た
や
こ
ん
な
ケ
ー
ス
も
想
定
さ
れ

る
。
蓄
熱
槽
を
生
活
用
水
と
し
て
利
用

す
る
場
合
、
周
辺
施
設
へ
の
熱
供
給
に

ྫྷ๪ഉ೤ΛࣺてͣʹɺώーτϙϯϓͰճऩ͠てデγΧϯτۭௐ͚޲ʹ༗ޮར༻͢る͜
とͰશମのޮ཰ΛߴΊている
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清
水
建
設
が
２
０
１
２
年
５
月
に
東

京･

京
橋
地
区
に
竣し
ゅ
ん
こ
う工し

た
新
社
屋
を

核
に
、
い
ま
ユ
ニ
ー
ク
な
試
み
が
行
わ

れ
て
い
る
。
周
辺
エ
リ
ア
一
帯
で
「
Ｂ

Ｃ
Ｐ（
事
業
継
続
計
画
）機
能
の
向
上
」

や
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
高
効
率
化
」
な
ど

を
目
指
す
も
の
だ
。
既
存
の
街
に
新
た

な
付
加
価
値
を
与
え
る

取
り
組
み
に
な
る
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

き
っ
か
け
は
経
済
産

業
省
が
東
日
本
大
震
災

後
に
補
助
事
業
と
し
て

仕
掛
け
た
「
事
業
継
続

な
ど
の
新
た
な
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
規
格

と
そ
の
活
用
等
に
よ
る

事
業
競
争
力
強
化
モ
デ

ル
事
業
」
の
仕
組
み
づ

く
り
だ
。
震
災
で
Ｂ
Ｃ

Ｐ
の
重
要
性
が
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
中
、

１
社
単
独
で
取
り
組
む
よ
り
も「
グ
ル
ー

プ
単
位
」、あ
る
い
は「
エ
リ
ア
全
体
」

で
取
り
組
ん
だ
方
が
そ
の
機
能
を
効
率

よ
く
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
時
に

地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
高
効
率
化
を
図
れ

ば
一
石
二
鳥
だ
。
街
全
体
の
価
値
を
高

め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。

取
り
組
み
や
す
か
っ
た 

京
橋
地
区

そ
こ
で
清
水
建
設
や
ビ
ル
管
理
を
手

掛
け
る
シ
ミ
ズ･

ビ
ル
ラ
イ
フ
ケ
ア
社
、

当
地
で
熱
供
給
事
業
を
手
掛
け
る
東
京

都
市
サ
ー
ビ
ス
社
（
伊
藤
忠
エ
ネ
ク
ス

系
）の
計
３
社
が
共
同
で
昨
年
秋
に「
京

橋
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
」

を
立
ち
上
げ
た
。
周
辺
の
京
橋
１･

２

丁
目
地
域
は
本
社
機
能
を
持
っ
た
ビ
ル

や
中
小
規
模
の
ビ
ル
が
多
い
。
ま
た
、

防災対策「先進事例」に見る
ヒーポン･蓄熱の真骨頂

蓄熱の持つ防災機能に着目し、先進的な取り組みを進めている事業者や地域がある。ピー
クカット･シフトや省エネだけではないヒートポンプ･蓄熱システムが持つ機能にどのよう
な可能性を見いだしているのか。各地の取り組みを追った。

東
京･

京
橋
地
区

ゼ
ネ
コ
ン
×
熱
事
業
者
の
コ
ラ
ボ

｢

京
橋
モ
デ
ル｣

で
防
災･

エ
ネ
対
策

｢京橋モデル｣ の核となっている清水建設の新社屋

蓄熱の防災力を探る蓄熱の防災力を探る
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大
阪
・
梅
田
駅
か
ら
ほ
ど
近
い
オ

フ
ィ
ス
エ
リ
ア
に
２
０
１
２
年
秋
、
��

階
建
て
高
層
ビ
ルň

中
之
島
フ
ェ
ス

建
物
の
立
地
環
境
を
生
か
し
、
未
利

用
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
高
層
ビ
ル

が
大
阪
に
あ
る
。
開
業
以
来
、
国
内
最

高
レ
ベ
ル
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
を
達
成

し
、
省
エ
ネ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
電

力
の
ピ
ー
ク
抑
制
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

テ
ィ
バ
ル
タ
ワ
ーŉ

が
完
成
し
た
。

中
高
層
階
に
オ
フ
ィ
ス
、
低
層
階
に
演

劇
ホ
ー
ル
を
備
え
た
複
合
型
施
設
で
、

約
��
万
個
の
レ
ン
ガ
に
よ
る
低
層
部
の

外
壁
が
象
徴
的
だ
。
ま
た
、
ビ
ル
自
体

は
免
震
構
造
で
、
基
礎
杭
は
地
下
��
ｍ

に
打
設
さ
れ
た
。
耐
震
性
能
は
最
高
の

Ｓ
グ
レ
ー
ド
を
取
得
し
て
い
る
。

中
で
も
特
筆
す
べ
き
が
、
同
ビ
ル
が

国
内
最
高
ク
ラ
ス
の
省
エ
ネ
を
達
成
し

て
い
る
こ
と
だ
。
通
常
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン

プ
は
空
気
を
熱
源
と
し

て
利
用
す
る
が
、
中
之

島
地
区
で
は
河
川
水
を

利
用
す
る
。
と
い
う
の

も
、
同
地
区
は
堂
島
川

と
土
佐
堀
川
と
い
う
２

つ
の
河
川
に
挟
ま
れ
、

水
に
恵
ま
れ
た
環
境
に

あ
る
か
ら
だ
。

空
気
熱
源
方
式
で

は
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
に

利
用
し
た
後
の
排
熱
は

冷
却
塔
か
ら
大
気
中
に

放
出
さ
れ
る
。
一
方
、

今
回
の
河
川
水
利
用
方

式
で
は
、
堂
島
川
か
ら

水
を
取
水
し
、
熱
源
と
し
て
利
用
し
た

後
の
水
は
土
佐
堀
川
に
排
出
す
る
。
そ

の
た
め
、
冷
却
塔
を
必
要
と
せ
ず
、
大

気
中
に
放
熱
を
行
わ
な
い
の
で
、
ヒ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
に
も
貢
献
し
て
い

る
。ώ

ồ
τ
ϙ
ϯ
ϓ
ͷ
Ք
ಇ
ʹ

޷
৚
݅

ň

一
般
的
な
空
気
を
熱
源
と
す
る
方

式
よ
り
も
効
率
が
い
いŉ

。フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
タ
ワ
ー
へ
の
熱
供
給
事
業
を
担
う

関
電
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
の
老
村
善
次
副

所
長
は
こ
う
話
す
。
河
川
の
水
温
は
、

夏
季
で
最
高
��
℃
、
冬
季
で
最
低
８
℃

程
度
と
外
気
温
と
比
べ
年
間
を
通
じ
て

安
定
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
水
温
は
、

夏
季
で
あ
れ
ば
外
気
温
よ
り
冷
た
く
、

冬
季
だ
と
外
気
温
よ
り
温
か
い
。
こ
う

し
た
温
度
差
がň

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
の

稼
働
に
は
好
条
件ŉ

（
老
村
副
所
長
）

と
い
う
の
だ
。

そ
の
言
葉
通
り
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

タ
ワ
ー
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
は
国
内
最

高
レ
ベ
ル
を
達
成
し
た
。
��
年
の
Ｃ
Ｏ

Ｐ
は
実
績
値
で
１
・
��
に
上
り
、
こ
れ

は
一
般
的
な
地
冷
の
平
均
値
０
・
��
、

த
೭
ౡ
ϑ
ỻ
ε
ς
ỹ
ό
ϧ
λ
ϫ
ồ

Տ
઒
の
ະ
ར
༻
エ
ネ
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༻
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（
配
管
）
を
張
り
巡

ら
し
て
い
ま
す
。
戻

り
冷
水
が
蓄
熱
槽
に

戻
っ
て
く
る
前
に
、

熱
交
換
器
を
介
し
て

さ
ら
に
も
う
一
度
パ

ネ
ル
に
流
し
込
ん

で
、
輻
射
冷
房
向
け

に
有
効
に
利
用
す
る

こ
と
で
効
率
を
高
め

て
い
ま
す
」

最
終
的
な
戻
り
冷

水
温
度
は
��
℃
程
度

と
な
っ
て
大
温
度
差
を
実
現
。
搬
送
動

力
の
削
減
や
蓄
熱
槽
の
有
効
利
用
温
度

差
の
拡
大
に
よ
る
蓄
熱
容
量
の
増
加
に

も
寄
与
し
て
い
る
。
ま
さ
に
「
熱
の
カ

ス
ケ
ー
ド
利
用
」
だ
。

ྫྷ
๪
ഉ
೤
ͷ
༗
ޮ
ར
༻
Ͱ

೔
ຊ
࠷
ߴ
ਫ
४
ͷ
̘
̤
̥

さ
ら
に
ユ
ニ
ー
ク
な
シ
ス
テ
ム
が
も

う
ひ
と
つ
存
在
す
る
。
冷
房
排
熱
の
利

用
だ
。
こ
れ
ま
で
大
気
に
放
熱
さ
れ
て

い
た
こ
の
排
熱
を
い
か
に
利
用
で
き
る

か
が
、
こ
れ
か
ら
の
設
備
設
計
者
の
腕

の
見
せ
所
と
な
っ
て
い
る
。

一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
を
、
ベ
ン
チ

マ
ー
ク
比
３
割
削
減
す
る
こ
と
を
目
標

に
決
め
た
。
ま
た
、
自
社
ビ
ル
、
テ
ナ

ン
ト
ビ
ル
な
ど
建
物
の
利
用
形
態
や
業

種
に
応
じ
た
省
エ
ネ
活
動
の
実
践
に
向

け
、
行
動
計
画
を
策
定
し
な
が
ら
取
り

組
む
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
う
し
た
取
り

組
み
の
結
果
、「
２
２
３
０
１
」同
様
、

Ｉ
Ｓ
Ｏ
５
０
０
０
１
を
協
議
会
と
し
て

取
得
し
た
。

৽
ൃ
૝
ͷ
ủ
໭
り
ྫྷ
ਫ
Ứ

࠶
ར
༻

Ｉ
Ｓ
Ｏ
５
０
０
０
１
取
得
に
向
け
た

取
り
組
み
の
中
で
協
議
会
員
が
注
目
し

た
の
が
、
既
に
清
水
建
設
新
社
屋
で
実

施
し
て
い
る
「
戻
り
冷
水
の
再
利
用
」

と
い
う
ス
キ
ー
ム
だ
。
通
常
、
熱
供
給

事
業
者
が
冷
房
需
要
時
に
冷
水
を
送
り

込
む
と
き
、
冷
房
で
使
い
終
わ
っ
た
冷

水
は
そ
の
ま
ま
蓄
熱
槽
に
戻
っ
て
く
る
。

一
般
需
要
家
に
対
し
て
は
�
℃
の
冷
水

で
送
り
、
��
℃
の
冷
水
が
戻
っ
て
く
る

が
、
清
水
建
設
は
こ
の
戻
り
冷
水
を
再

利
用
す
る
た
め
の
施
設
設
計
を
行
っ
て

い
る
。
橘
部
長
は
言
う
。「
各
フ
ロ
ア

の
執
務
室
に
輻
ふ
く
し
ゃ射

空
調
用
の
パ
ネ
ル

清
水
建
設
新
社
屋
で
は
夏
場
の
ビ
ル

内
の
デ
シ
カ
ン
ト
（
湿
度
調
整
）
空
調

向
け
に
有
効
利
用
す
る
仕
組
み
を
つ
く

り
上
げ
た
。
湿
っ
た
空
気
が
デ
シ
カ
ン

ト
ロ
ー
タ
ー
を
通
過
す
る
こ
と
で
、
さ

わ
や
か
な
空
気
を
送
り
出
す
こ
と
が
で

き
る
。
そ
し
て
冷
房
排
熱
を
活
用
し
て

つ
く
っ
た
温
風
で
ロ
ー
タ
ー
を
乾
燥（
＝

再
生
）
さ
せ
る
。

「
特
に
夏
場
は
捨
て
る
一
方
だ
っ
た

冷
房
排
熱
を
こ
こ
で
は
無
駄
に
し
て
い

ま
せ
ん
」（
橘
さ
ん
）、「
建
物
側
の
設

計
と
わ
れ
わ
れ
供
給
者
側
の
プ
ラ
ン
ト

運
用
が
相
乗
効
果
を
発
揮
し
て
、
��
年

８
月
か
ら
��
年
７
月
ま
で
の
１
年
間
の

Ｃ
Ｏ
Ｐ
（
成
績
係
数
）
は
１
・
��
で
、

こ
れ
は
熱
供
給
事
業
者
に
と
っ
て
は
、

国
内
最
高
水
準
の
効
率
だ
と
考
え
て
い

ま
す
」（
石
澤
さ
ん
）

地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
防
災
対
応

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
高
効
率
化
。
そ
ん
な

話
を
聞
き
つ
け
て
現
役
閣
僚
や
自
治
体

関
係
者
な
ど
が
頻
繁
に
見
学
に
訪
れ
、

高
い
関
心
を
示
し
て
い
る
と
い
う
。
エ

ネ
ル
ギ
ー
供
給
事
業
者
と
設
備
設
計
者

の
理
想
的
な
コ
ラ
ボ
で
実
現
し
た
「
京

橋
モ
デ
ル
」
は
今
後
ま
す
ま
す
注
目
さ

れ
そ
う
だ
。

ᶽதԹྫྷ水とྫྷ水഑؅ɻ೤のΧεέーυར༻Ͱ ｢໭Γྫྷ水ʯ
Λ༗ޮʹ࢖っている�ᶿ#$1ରԠ༻の഑؅ɻ஝೤૧͔Βの水
Λ清水建設のड水૧΁と੾Γସ͑る
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ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
・
蓄
熱
シ
ス
テ
ム
は
、

巨
大
な
蓄
熱
槽
の
水
を
災
害
時
に
生
活

用
水
と
し
て
活
用
で
き
る
こ
と
か
ら
、

防
災
対
策
と
し
て
も
有
効
だ
。
２
０
１

１
年
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の
被

災
地
で
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
途
絶
え
る

中
、
避
難
所
と
し
て
の
機
能
を
立
派
に

果
た
し
た
施
設
が
あ
っ
た
。

ۙ
ྡ
か
Β
΋
ආ
೉
ऀ
Λ 

ड
͚
ೖ
Ε

日
本
三
景
の
ひ
と
つ
、
松
島
（
宮
城

県
松
島
町
）
は
湾
内
の
島
や
奇
岩
で
有

名
な
観
光
地
だ
。
太
平
洋
沿
岸
に
多
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災

で
は
、
こ
れ
ら
の
島
々
が
防
潮
堤
の
役

割
を
果
た
し
、
幸
い
壊
滅
的
な
被
害
は

ま
ぬ
が
れ
た
も
の
の
、
震
災
当
初
、
電

気
や
ガ
ス
、
上
下
水
道
な
ど
の
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
が
途
絶
え
た
こ
と
で
、
住
民
は

不
便
な
生
活
を
強
い
ら
れ
た
。

地
震
発
生
後
、
津
波
の
避
難
勧
告
が

出
さ
れ
、
河
川
沿
い
に
住
む
住
民
は
避

難
所
と
な
る
施
設
へ
と
避
難
し
た
。
そ

の
ひ
と
つ
が
、松
島
町
温
水
プ
ー
ル「
美

遊ŉ

だ
。
６
０
０
人
以
上
の
住
民
が

避
難
し
、
そ
の
後
も
近
隣
の
市
町
村
か

ら
も
常
時
２
０
０
〜
３
０
０
人
の
避
難

者
を
受
け
入
れ
た
。

で
は
、
同
施
設
は
な
ぜ
、
こ
れ
ほ
ど

の
避
難
者
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
可
能

だ
っ
た
の
か
。
そ
の
理
由
は
、
同
施
設

に
導
入
さ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
に

あ
っ
た
。
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水
蓄
熱
槽
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
こ

れ
ら
の
大
型
設
備
が
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー

ス
に
、
効
率
的
か
つ
整
然
と
配
置
さ
れ

て
い
る
。

河
川
水
利
用
な
ら
で
は
の
設
備
も
導

入
さ
れ
た
。
河
川
の
取
水
口
と
排
水
口

に
は
バ
ー
ス
ク
リ
ー
ン
と
呼
ば
れ
る
装

置
を
設
置
し
、
漂
流
物
や
生
物
な
ど
の

吸
い
込
み
を
防
止
す
る
。

一
方
、
地
下
プ
ラ
ン
ト
に
は
オ
ー
ト

ス
ト
レ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
ゴ
ミ
や
砂

な
ど
が
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
の
熱
交
換

未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
地
冷
の
平
均
値
０
・

��
を
大
幅
に
上
回
る
効
率
だ
。
省
エ
ネ

に
も
寄
与
し
、
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

量
は
一
般
的
な
地
冷
プ
ラ
ン
ト
の
平
均

値
に
比
べ
て
約
��
％
削
減
し
た
。

地
域
冷
暖
房
プ
ラ
ン
ト
は
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
タ
ワ
ー
の
地
下
に
あ
る
。
河

川
水
を
熱
源
水
・
冷
却
水
と
し
て
利
用

す
る
高
効
率
の
タ
ー
ボ
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
、

タ
ー
ボ
冷
凍
機
を
主
体
と
し
、
冷
房
・

暖
房
を
同
時
に
使
う
時
期
に
対
応
す
る

熱
回
収
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
、
温
度
成
層
型

チ
ュ
ー
ブ
が
詰
ま
ら
な
い
よ
う
に
し
た
。

さ
ら
に
、
チ
ュ
ー
ブ
内
に
は
ス
ポ
ン
ジ

ボ
ー
ル
を
循
環
さ
せ
て
掃
除
を
行
う
装

置
も
設
置
さ
れ
た
。

஝
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૧
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༻

も
う
ひ
と
つ
の
大
き
な
特
徴
が
、
地

下
プ
ラ
ン
ト
が
防
災
に
活
用
で
き
る
機

能
を
備
え
て
い
る
こ
と
だ
。
蓄
熱
槽
の

総
容
量
は
２
４
０
０
ｔ
あ
り
、
そ
の
う

ち
の
約
２
５
０
ｔ
が
消
防
用
水
と
し
て

利
用
さ
れ
る
。
地
冷
プ
ラ
ン
ト
の
機
械

室
の
隣
に
消
火
用
ポ
ン
プ
室
が
あ
り
、

ビ
ル
や
付
近
の
建
物
で
火
災
が
あ
っ
た

際
に
は
非
常
用
電
源
と
連
動
し
た
ポ
ン

プ
が
自
動
で
稼
働
す
る
。
く
み
上
げ
ら

れ
た
水
は
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
タ
ワ
ー

内
の
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
や
、
消
防
車
に

給
水
し
て
近
隣
ビ
ル
の
消
火
活
動
に
も

活
用
で
き
る
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
タ
ワ
ー
が
建
つ
中

之
島
２
・
３
丁
目
地
区
は
も
と
も
と
、

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
・
蓄
熱
シ
ス
テ
ム
を
使
っ

た
地
域
冷
暖
房
が
行
わ
れ
て
き
た
エ
リ

ア
。
��
年
か
ら
関
西
電
力
本
店
へ
の
熱

供
給
が
始
ま
っ
て
以
降
、
オ
フ
ィ
ス
ビ

ル
や
駅
舎
、
ホ
テ
ル
と
い
っ
た
近
隣
施

設
に
も
順
次
導
入
が
進
ん
で
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
中
之
島
２
・
３
丁
目

地
区
は
ひ
と
つ
の
供
給
区
域
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
、
一
体
的
な
運
用
で
熱
供

給
が
行
わ
れ
て
き
た
。
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
タ
ワ
ー
の
地
冷
プ
ラ
ン
ト
に
は
将
来

的
な
需
要
の
増
加
に
備
え
、
機
器
を
増

設
す
る
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
さ
れ
て
お
り
、

現
在
、
隣
接
す
る
西
地
区
へ
の
熱
供
給

も
検
討
さ
れ
て
い
る
。
国
内
最
高
レ
ベ

ル
の
地
冷
プ
ラ
ン
ト
は
よ
り
一
層
活
躍

の
場
が
増
え
そ
う
だ
。

ᶽϏルの஍Լʹ͸ݶΒΕͨεϖーεʹ੔વと͕ثػ഑ஔ͞Εている
ᶿՏ઒水のΰϛ΍࠭なͲΛআ͢ڈるΦーτετϨーφー

蓄熱の防災力を探る蓄熱の防災力を探る
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減
が
可
能
。
ま
た
、
プ
ー
ル
や
貯
湯
槽

の
水
を
災
害
時
に
生
活
用
水
と
し
て
使

え
る
点
も
採
用
し
た
理
由
の
ひ
と
つ
で
、

生
活
用
水
と
し
て
利
用
で
き
る
量
は
約

５
０
０
ｔ
に
上
る
。

震
災
時
、
こ
れ
ら
の
設
備
が
威
力
を

発
揮
し
た
。
３
月
と
は
い
え
厳
し
い
寒

さ
が
続
い
て
い
た
中
、
同
施
設
で
は
床

暖
房
や
温
水
プ
ー
ル
の
余
熱
が
暖
房
代

わ
り
と
な
り
、
住
民
ら
は
寒
さ
を
し
の

ぐ
こ
と
が
で
き
た
。
も
う
ひ
と
つ
が
飲

料
水
の
確
保
だ
。
当
時
は
町
内
の
ほ
ぼ

全
域
が
断
水
し
、
上
下
水
道
が
復
旧
す

る
ま
で
約
２
〜
３
週
間
を
要
し
た
。
そ

う
し
た
中
、
緊
急
用
浄
水
装
置
で
プ
ー

ル
の
水
を
飲
料
水
と
し
て
提
供
し
続
け
、

約
１
５
０
ｔ
の
供
給
を
行
っ
た
。

ආ
೉
ॴ
ͷ
ػ
ೳ
Λ 

͞
Β
ʹ
ॆ
࣮

今
回
は
、
プ
ー
ル
の
水
だ
け
で
十
分

に
飲
料
水
を
賄
う
こ
と
が
で
き
た
わ
け

だ
が
、
さ
ら
に
必
要
が
生
じ
れ
ば
、
蓄

熱
槽
の
水
も
利
用
が
可
能
だ
。
ま
た
、

同
施
設
で
使
わ
れ
た
浄
水
装
置
が
小
型

で
誰
で
も
簡
単
に
扱
う
こ
と
が
で
き
た

点
も
大
き
い
。
浄
水
装
置
の
ホ
ー
ス
を

プ
ー
ル
に
挿
入
し
、
エ
ン
ジ
ン
を
動
か

せ
ば
、
プ
ー
ル
の
水
が
く
み
上
が
る
。

そ
の
後
、
フ
ィ
ル
タ
ー
に
よ
る
ろ
過
と

滅
菌
用
薬
品
で
水
は
浄
化
さ
れ
、
後
は

蛇
口
に
給
水
ホ
ー
ス
を
取
り
付
け
れ
ば
、

給
水
が
行
え
る
。
非
常
時
で
も
ス
ム
ー

ズ
に
稼
働
で
き
た
こ
と
で
、
多
く
の
住

民
へ
の
給
水
活
動
が
実
現
し
た
。

震
災
時
の
同
施
設
の
活
躍
は
、
地
域

住
民
か
ら
評
価
さ
れ
、
今
で
は
避
難
所

と
し
て
の
認
知
度
が
高
ま
っ
て
い
る
そ

う
だ
。
同
施
設
で
は
、
非
常
食
や
飲
料

水
を
備
蓄
し
、
さ
ら
に
避
難
所
と
し
て

の
機
能
を
ま
す
ま
す
充
実
さ
せ
て
い
る
。

調
和ŉ

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
建
て
ら
れ

て
お
り
、
環
境
負
荷
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
を
抑
制
す
る
た
め
に
採
用
さ
れ
た

の
が
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
・
蓄
熱
シ
ス
テ

ム
だ
っ
た
。
��
台
の
空
気
熱
源
ヒ
ー
ト

ポ
ン
プ
チ
ラ
ー
を
使
い
、
プ
ー
ル
を
蓄

熱
槽
と
し
て
利
用
し
な
が
ら
、
安
価
な

夜
間
電
力
で
プ
ー
ル
を
加
温
す
る
。
一

方
、
昼
間
に
は
館
内
と

プ
ー
ル
室
内
の
床
暖
房

や
、
プ
ー
ル
室
の
デ
シ

カ
ン
ト
空
調
を
行
い
、

除
湿
を
行
う
。
ま
た
、

２
台
の
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

給
湯
器
は
、
給
湯
や

シ
ャ
ワ
ー
な
ど
に
利
用

す
る
と
と
も
に
、
貯
湯

槽
に
非
常
用
の
給
水
口

を
設
け
、
災
害
時
に
備

え
て
緊
急
用
浄
水
装
置

を
導
入
し
た
。

従
来
の
重
油
や
ガ
ス

を
使
う
シ
ス
テ
ム
と
比

べ
る
と
、
イ
ニ
シ
ャ
ル

コ
ス
ト
は
掛
か
る
も
の

の
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
は
年
間
約
��
％
の
削

அ
ਫ
࣌
ͷ
څ
ਫ
ڌ
఺
ʹ

��
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
同
施
設
は
、

温
水
プ
ー
ル
を
は
じ
め
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ジ
ム
や
ス
タ
ジ
オ
を
備
え
て
お
り
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
推
進
す
る
施
設
と
し

て
住
民
に
活
用
さ
れ
て
き
た
。

ň

松
島
の
美
し
い
景
観
や
環
境
へ
の

ϓールࣨ಺のআ࣪Λ؅ཧ͢るデγΧϯτۭௐ設උ

ඞཁʹԠ͡てஷ౬૧Λར༻͢る͜と΋Ͱ͖る
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